











Un musicien et son public à l’ère de la Révolution: 
le cas d’André-Ernest-Modeste Grétry
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える情熱」の主題による 8 つの変奏曲 WoO. 72 を作曲している。
　ところで、今日では、作曲家グレトリーよりも、むしろ文筆家グレトリーの方が
音楽学者や 18 世紀文学研究者の関心をよんでいる。1797 年、『回想録 Mémoires 
ou Essais sur la musique』1)（以下、Mémoires と表記）がパリで出版され、３年






費出版という形であるが『真実について De la Vérité. Ce que nous fûmes, ce que 
nous sommes, ce que nous devrions être（1801）』2)（以下、De la Vérité と表記）
と、死の直前まで書き続けられた遺稿を、20 世紀になってからベルギーのジャー
ナリストで詩人のリュシアン・ソルヴェ（Lucien Solvay）がエルネスト・クロソ
ン（Ernest Closson）と共同でまとめた『ある孤独な人の省察 Réflexions d’un 









　グレトリーは 1741 年 2 月 11 日にヴァイオリニストの息子としてリエージュで
生まれた。イタリアのオペラ劇団の巡業でペルゴレージ、ガルッピの作品に触れて
開眼し、1760 年から 66 年までローマに留学、イタリア音楽の世界に慣れ親しんだ。
リエージュへの帰途、ジュネーヴに立ち寄り、そこでヴォルテールに出会い、こ
の 74 歳の哲学者から 25 歳の青年グレトリーはパリに行くことを強く勧められた。
マルモンテルの協力を得て『ル・ユロン Le Huron（1768）』でパリで成功をおさめ、
優雅で自然な音楽は好意的に迎えられた。それ以降、『リュシル Lucile （1769）』、
2)　 De la Vérité. Ce que nous fûmes, ce que nous sommes, ce que nous devrions être (3 vol.), Paris, 
Chez l’auteur,1801.
3)　 Réflexions d'un Solitaire (4 vol.), Édité par L. Solvay et E. Closson, G. van Oest, Bruxelles-
Paris, 1919-1922.
4)　海老澤 敏『音楽の思想』音楽の友社 , 1988, p.317.
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『シルヴァン Sylvain （1770）』を発表、なかでも『ゼミールとアゾール Zémire et 









Cœur de Lion』が 11 回、『おしゃべり絵画 Tableau parlant』が 17 回、『嫉妬深
い恋人 L’Amant jaloux』が 20 回など、リュリやラモーのオペラでさえ宮廷でこ
れほどの成功をおさめたことはなかった5)。










5)　 Benoît Dratwicki, «André-Ernest-Modeste Grétry 1741-1813», Opéra Comique : le 
programme de L’Amant jaloux, mars 2009, p.30.
6)　 Marie-Claire Le Moigne-Mussat, «L’activité des théâtres lyriques en province 1794-1796», 
Le Tambour et la harpe, textes réunis et présentés par Jean-Rémy Julien, Jean Mongrédien, 









































であるということはない。」（De la Vérité, I, pp.156-157）
　ルソーの著作を通じて啓蒙主義に共感していたグレトリーは、人間としての尊





















































































10)　 Raphaël Legrand, «La scène et le public de l’Opéra-comique de 1762 à 1789», L’Opéra-
comique en France au XVIIIe siècle, sous la direction de Philippe Vendrix, Liège, Mardaga, 
1992, pp.198-199.
11)　 Arthur Pougin, L’Opéra-Comique pendant la Révolution, cité par Bruno Brevan, «La 
révolution et ses publics», Orphée phrygien, Paris, Du May, 1989, pp.29-38.


















に影響を与えているのか。それを、『ピヨートル大帝 Pierre le Grand』を例にみ
てみよう。
　『ピヨートル大帝』はジャン＝ニコラ・ブィイー Jean-Nicolas Bouilly の台本に
よって作曲された 4 幕もののオペラだ14)。1790 年 1 月 13 日、パリのコメディ＝イ
タリエンヌ座で初演された。革命期のグレトリーの音楽劇で最も成功した劇で、ル
イ 16 世の処刑までにこのオペラは 70 回以上上演され、またマリ＝アントワネッ




























15)　 Pierre le Grand, Comédie en prose et en trois actes, Paroles de M.Bouilly. Représentée 
pour la première fois par les Comédiens Italiens ordinaires du Roi, le mercredi 13 janvier 



















16)　 Pierre le Grand, comédie en quatre actes et en prose, mêlée de chants. Représentée pour 
la première fois, par les comédiens Italiens ordinaires du Roi, le 13 Janvier 1790. Par I. N. 
Bouilly. Musique de M. Grétry, Chez Brunet, 1790, p.106.
17)　 Pierre le Grand, Comédie en trois actes et en prose, mélée des chants. Représentée pour la 
première fois, par les comédiens Italiens ordinaires du roi, le 13 Janvier 1790, et reprise le 




　1789 年 8 月、「人権宣言」が採択された。身分制度の撤廃と自由の保障、私的所
有権の不可侵などの理念にしたがって、フランスは近代国家を確立していく。この
「人権宣言」の条項で、おそらくグレトリーの精神に最も強く訴えかけたのは「平等」
に関する第 1 条と第 6 条だろう。とくに第 6 条はグレトリーにとってことさら重
要視され、自らの著作に「人権宣言」の中の表現を暗示する語彙を散りばめている。
























































































































フランス革命直後の 1790 年から 99 年まで、つまりフランス革命期に彼が発表し
た音楽劇関連の曲は 19 曲にのぼる。それらのすべてが上演されたわけではないが、
多くはイタリア座、オペラ・コミック座、フェドー座で上演されている。とくに、「恐
怖政治」時代に書かれた 2 曲の音楽劇『共和国のバラ園 La Rosière républicaine 















生 Denys le Tyran, maître de l’école à Corinthe』とフランソワ＝ジョセフ・ゴ
セック François-Joseph Gossec のオペラ『共和国の大勝 Le Triomphe de la 
République』は同じ 1794 年に初演されているが、まったく異なった印象を与える。
1794 年 1 月 27 日、オペラ座で初演されたゴセックの『共和国の大勝』は、1792




シオス』は、1794 年 8 月 23 日、オペラ座で初演された。暴君として知られていた
ディオニュシオスが、自分が支配していた時代の王冠を眺めながら、落ちぶれた今
の自分を嘆き悲しむ。人目を偲んで教師として働いていたディオニュシオスはその
21)　 M. Elisabeth C.Bartlet, «Grétry and the Revolution», Grétry et l’Europe de l’Opéra-comique, 
sous la direction de Philippe Vendrix, Liège, Mardaga, 1992, p.82.  Cf. David Charlton, 
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